
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

日ごとに空の青さが夏らしくなってきました。  

４～６月のわらべ保育室は、感冒、喘息様気管支炎、インフルエンザ、 

下痢症、溶連菌感染症、咽頭炎、アデノウイルスなどでの利用がありました。 

今年は、季節に応じて流行するといわれる感染症が増えてきています。 

病気の特徴や注意点を確認し、事前の感染対策に備えましょう。 

 

 

令和５年度 夏号 

溶連菌感染症 

だより 
≪発行≫ 

庄原市病児病後児施設 わらべ保育室  
庄原市西本町２丁目１２-９ 
 0824-74-6770  

(一社)里山こども未来会議  
庄原市西本町２丁目８-１１ 

       0824-74-6636 
庄原市 児童福祉課 あんしん支援係 

0824-73-0051 

 

ヘルパンギーナ 

 

☆ 夏かぜにかからないために・・・ 

☆ かかってしまたら・・・ 

突然、38～39 度の 
高熱が出る。 
 

突然、高熱が出る 
ことが多い。 

プール熱（咽頭結膜熱） 

39～40 度の高熱が、 
３日前後続く。 
 

目の充血や 
目やに、涙目、 
まぶしいなどの 
結膜炎症状 

頭痛 

のどの痛み 

腹痛 
下痢 

口腔内に 
水疱 

 

のどの痛み 

のどの痛み 

嘔吐 
腹痛 
下痢 からだや 

手足に発疹 

舌にイチゴのような
ぶつぶつ(イチゴ舌) 

病原体 潜伏期間 感染経路 登校(園)基準

アデノウイルス ４～７日

飛沫感染

接触感染

経口感染

主要症状消失後

２日を経過するまで

登園許可証が 
必要! 

 

リウマチ熱や腎炎などの 

合併症を起こさないために、
処方された抗菌薬は 
飲み切りましょう。 

 

副症状の現れ方には 
個人差があります。 

すべてあてはまるわけ 
ではありません。 

病原体 潜伏期間 感染経路 登校(園)基準

エンテロ系ウイルス ３～６日

飛沫感染

接触感染

経口感染

解熱後24時間を経過し、

普通の食事がとれるまで

病原体 潜伏期間 感染経路 登校(園)基準

A群溶血性連鎖球菌 ２～５日
飛沫感染

接触感染

解熱後24時間を経過し、

3回以上抗菌薬を内服するまで

7 月 13 日、 
広島県内全域に 
ヘルパンギーナの 

警報が発令 
されました 

ヘルパンギーナ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

夏かぜの予防法 

＊水分補給、栄養補給、安静にして 

回復を待ちましょう。 

体力の回復にはタンパク質が必要。 

柔らかくて食べやすいものを。 

＊のどが痛くて食べられない場合は、 

のどごしの良い少し冷たいものが 

おすすめです。 

 

お問い合せ・事前登録はこちらへ 

→ tel 0824-74-6770 
受付時間 ：月～金曜日 8：00～18：00 

(祝祭日・年末年始１２月２９日～１月３日を除く)  

里山こども未来会議ホームページ ▶ 

ここから庄原市のホームページにリンクして 

「登録申請書」「利用申請書」をダウンロードできます 

 

● わらべ保育室 ● 

里山こども未来会議ホームページでは 

わらべ保育室の利用手順や 

保育看護の様子などもご覧になれます 

 

ご利用に関しての 

説明や見学を希望される方は 

お気軽に連絡ください 

 

病児保育室を利用する前は、体調の悪い子をみれないことに 

罪悪感がありましたが、実際に利用すると、その気持ちは安心感 

に変わりました。 

お迎えの時に渡される「保育看護記録」も丁寧に作られていて、 

毎回楽しみなほどです。保育室の先生方、こどもクリニックの 

先生、看護師さん、スタッフの方たちに、子どもをしっかりみて 

頂いていることが記録されています。 

動揺している保護者にも、いつも優しく対応してくださるので、 

本当に利用しやすい雰囲気です。いつでも預かって頂けるという  

心に余裕を持たせてもらえています。 

（１歳８ヶ月女の子のお母さん） 

 

わらべ保育室を    

利用された方から・・・ 

ホームケアのポイント 

睡眠 

栄養 

マスク 

うがい 手洗い 

わらべ保育室での朝の医師回診 

 
 

胸の音は 

どうかな…？ 
わらべ保育室では、病気や病気の回復期のお子さんを 

保護者の方が看護できない時、保育士が保育看護し、 

回復に向かうお手伝いをします。 

保育看護中には、庄原こどもクリニックの医師と 

看護師の回診もあり、医療的な助言を受け、 

連携して安心できる保育看護に努めています。 

ご利用に関して説明を希望される方は、 

どうぞ、お気軽に連絡ください。 

 

 

 

< 保育室のひとコマ > 
ぬいぐるみとお人形に 

お布団をかけて“トントン”寝かしつけ♪ 

 

 

 

 


